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１．はじめに

　（一社）日本断熱住宅技術協会１）（平田恒一郎会長）は、

ドイツ・ミュンヘンで２０１７年１月１６日～２１日の間開催

された建築・建築材料国際見本市（ＢＡＵ２０１７）に、ナイ

ス㈱の協力を得て視察団を派遣した。筆者もこの調査団

に参加したので、報告を行う。

２．見本市の概要

　展示会終了後の主催者（メッセ・ミュンヘン会社２））の

発表によると出展社は４５ケ国、２１２０社を上回り、２５万

人以上の来場者があったとのことであった。来場者の
写真 1　BAU2017 を開催するメッセ・ミュンヘン

図 1　会場の敷地図
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内、８万人はドイツ以外の外国からの訪問者である。会

場の敷地面積は１８５，０００㎡で１７棟のホールで展示が行わ

れた。この会場の１棟はそれぞれサッカーの試合ができ

る広さがある。この規模から主催者はこの種の博覧会と

しては世界一のものであると称している（写真１）。

　会場の敷地図を図１に示す。各ホールにおける展示内

容を表１に示す。会場の長さは地下鉄１駅分ある。初日

（１月１６日）は開場前から多数の訪問者が詰めかけ、開場

を今や遅しと待っていた（写真２）。午前１０時に関係者の

テープカットにより、入場が始まった（写真３）。主催者

であるメッセ・ミュンヘンは長らく培ったノウハウを生

かし、今年１１月７日から１０日の間上海で“Ｆｅｎｅｓｔｒａｔｉｏｎ 

Ｂａｕ Ｃｈｉｎａ”と呼ぶ大きな建築と建築材料の国際見本市

を開催するそうである。したがってこのテープカットに

は中国の代表者も参加していた。このようなこともあ

り、今回は中国からの出展が多く、２７社が展示を行っ

た。事実中国からの訪問者が多く、あちこちで、中国語

が聞かれた。それに対し日本からの出展は少なく、旭硝

子、旭化成、三菱樹脂、金属加工を専業とする福井市の

井上商事の４社にとどまった。その他韓国から２社、台

湾からも２社の展示があった。（一社）日本断熱住宅技術

協会の訪問団は予めお願いをしていたこともあり、特別

室に招かれ、メッセ・ミュンヘンのシュポラー部長３）の

歓迎を受けた（写真４）。今回の見本市の規模や特徴、主
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表 1　展示物件と展示会場

石材 / 土（石材、土、石灰石ブロック、コンクリート、軽量コンクリート、軽石コンクリート、繊維入りセメント、ファッサー
ドシステム、乾式内装材料、プレハブ住宅、石膏（プッツ）床材料、断熱材料）

瓦 / 屋根材量（瓦、屋根瓦、屋根用建築材料、屋根の窓、屋根の開口、ファッサードシステム、暖炉）

自然石・人造石（自然石、人造石、ファッサードシステム、床材料）

タイル / 陶磁器（タイル、ガラスタイル、陶磁器、衛生設備、ファッサード、付属品）

床の敷物（弾力性のある床材、織物の床材、寄木の床材、積層床材）

建築機械 / 建設工具（吹き付け材料、ラッカー、ワニス、塗料、接着剤、暖冷房機器、防火機器、安全対策機器、断熱材料、
気密性保持材料、ファッサードシステム）

将来への投資（既存建築、研究を伴う建築、助成、研究所、協会、公的機関）

アルミニウム／アルミニウム、金属加工の機械（アルミニウム、システム、ファッサードシステム、日射遮蔽システム）

金属 / 貴金属（ステンレス）/ 亜鉛／銅（断面、建築システム、ファッサードシステム、日射遮蔽システム、貴金属（ステンレス）
亜鉛、銅、システム）

エネルギー / 建築設備 / 太陽熱技術（換気システム、空気調和システム、太陽熱建築、太陽光利用建築）

扉 / 駐車システム（扉システム、駐車システム、門、扉制御システム、付属部品）

錠 /（装飾的な）金具 / 安全システム（錠、シリンダー、（装飾的な）金具、防犯設備、入場システム、部品）

扉と窓（木材、合成樹脂、ガラス、アルミニウム、鎧戸、日射遮蔽装置）

木材（木材加工機器、木造建築、ファッサードシステム、内装、階段、付属部品、ベニヤ、合板）

ガラス / 自動化設備 / 自動制御設備（ガラス建築材料、ファッサード、ガラス構造、薄膜、昇降機）

建築の IT（建築への IT 技術、測量技術）

写真 2　BAU2017 の開場を待つ訪問者（2017 年１月 16 日） 写真 3　BAU2017 開場テープカット、右から 6人目、ドイツ連邦共
和国ヘンドリックス環境・建設大臣
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要な催しものの説明を受け一緒に記念撮影を行った（写
真５）。

３．注目された展示

　会場の展示は大変魅力的に行われていた。興味を引か

れるような目で展示物を見ていると係員が寄ってきて大

変丁寧に説明をしてくれた。

　陶磁器による建物外装材メーカー（写真６）、各種扉

メーカー（写真７）、各種シャワーや衛生器具関係メー

カー（写真８）、各種屋根構造メーカー（写真９）、金属外

装材メーカー（写真１０）、ＣＬＴによる大型木構造屋根メー

カー（写真１１）、床材や間仕切壁メーカー（写真１２）の展

示があった。会場にショーケースを持ち込み、それで商

談を進める会社もあった（写真１３）。またブースにかなり

工夫を凝らしている会社もあった。集合住宅に外断熱を

施してもバルコニーが熱橋になって熱損失の増大をもた

らすことがある。これを防止する為に熱を伝えない工夫

を凝らしたバルコニー接続を行うシェック社４）という会

社がある。同社はブースにバルコニーを再現し、ＰＲし

ていた（写真１４）。実際にバルコニー付きの部屋を再現

し、バルコニー部分に設置された小型冷凍機から冷媒を

循環させ、バルコニー部分を凍結させ、その冷たさが部

屋に伝わらないというデモンストレーションも行ってい

た（写真１５）。スイスのジガ社５）は住宅の模型を作成し、

気密テープ、水密テープの使用のデモを行っていた。高

気密、高断熱住宅建設が進んでいる今日、このようなテー

プの役割は大きい（写真１６）。これに対し、ドイツの気密

テープメーカー、モル・エコロギシェ・プロデゥクテ社６）

写真 4　歓迎をして頂いたメッセ・
ミュンヘンのシュポラー部長

写真 5　（一社）日本断熱住宅技術協会の訪問者はシュポラー部長と
記念撮影を行った。

写真 6　陶磁器製建物外装材の展示

写真 7　扉の展示

写真 8　シャワーや衛生設備器具の展示
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も大きなブースを出し展示を行っていた（写真１７）。
　住宅会社は外壁の断熱構造を模型で示していた（写
真１８）。これはドイツの住宅展示場を訪問するとよく

見られるものである。ＣＬＴを使用した大型木構造物

写真 9　屋根構造メーカーの展示 写真 10　金属外装材メーカーの展示

写真 11　大型木構造メーカーの展示 写真 12　床材や間仕切壁メーカーの展示

写真 13　ショーケースで商談を行う出展社 写真 14　シェック社の展示ブース

写 真 15　 バ ル コ
ニー部分を冷凍機
で冷却し、冷たさ
が室内に伝導され
ないことを PR する
シェック社の展示
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をＰＲしている企業もあった。ＣＬＴはドイツではＢＳＨ

（Ｂｒｅｔｔｓｃｈｐｅｒｒｈｏｌｚ）と表示している場合が多い。

　ＣＬＴ（ＢＳＨ）の出展社は南ドイツ、オーストリアに多

い（写真１９）。間伐材や木工の破材で薪やペレットを製造

し、これを燃料としたストーブも展示されていた。薪ス

トーブというと戦後学校の教室などで使用されていたダ

ルマストーブを思い出すが、最近のものは進歩している。

ストーブの表面はそう高温にはならず、昔ドイツで使用

されたカッヘルオーフェンのような放射を主とした放熱

である。快適性が高く、燃焼効率も非常によくなってい

る。これも外観からは区別しにくいが、蓄熱能力のある

ものや長時間使用できるもの、水を回し、給湯を行った

り、一般の放熱器に接続できるものもある（写真２０）。
　ドイツでは相変わらず屋上緑化が盛んである。いくつ

かのメーカーが屋上緑化の構造や材料を展示していた

（写真２１）。屋根構造の展示も多く、昔は屋根裏部屋とし

写真 16　気密テープ展示を行うジガ社のブース 写真 17　モル・エコロギシェ・プロデクテ社の展示（気密テープ）

写真 18　外壁の断熱構造を展示する住宅会社 写真 19　CLT（BSH）を使用した大型木造構造物
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て長期間使用しない物品の保管場所であったところが、

現在では居室として使用される場合も多くなっている。

そのために屋根の下で断熱材を設置することも行われて

いる。また屋根裏部屋に自然採光を取り入れるような窓

の設置も行われている（写真２２）。屋根に設置する薄型

のソーラーセルも展示されていた。曲げることも可能で、

どのような建築の曲面にも対応でき、発電効率も向上し

たとのことであった（写真２３）。
　外断熱専業業社も模型を作成し、自社の特徴をＰＲし

ていた。Ｓｔｏ社７）も沢山模型を持ち込み湿式外断熱の構

成を展示していた。生物からヒントを得たとする水滴が

表面に付きにくく壁面が汚染されないという塗料も使用

されていた。窓下の水切りは十分な長さが必要である（写
真２４）。
　木材は製造段階は山林で樹木が成長している時であ

る。この間樹木は二酸化炭素を吸収し、窒素として固定

している。その他の建材はアルミニウムにしろ、鋼材、

セメント、ガラス、合成樹脂どれも製造段階で多量の二

酸化炭素を放出している。したがって建設に木材を使用

することは環境にやさしい行為であるとして木毛繊維断

熱材のメーカーがＰＲに力を入れていた。スイスのパヴァ

写真 20　薪燃焼暖炉

写真 21　屋上緑化会社の展示

写真 22　屋根裏と屋根構造の展示

写真 23　薄板の太陽電池
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写真 24　Sto 社による湿式外断熱の構成展示 写真 25　パヴァテックス社の木毛繊維断熱材による外断熱の構造

写真 26　グーテックス社の木毛繊維断熱材による外断熱の構造 写真 27　シュタイコ社の木毛繊維断熱材による外断熱の構造

写真 28　スイスクロノ社の巨大OSB 板展示
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・挨拶：ドイツ連邦環境・建設省・局長　モニカ・トマス

（Ｍｏｎｉｋａ Ｔｈｏｍａｓ）

・現在「エネルギー効率住宅プラス」のネットワークは何

処にあるか

ローター・フェン・クイレスタス（ドイツ連邦共和国環

境・建設省参事官）

・ドイツにおける建物スタンダードの比較

ハンス・エアホルン（Ｈａｎｓ Ｅｒｈｏｒｎ）フラウンホーファー

建築物理研究所

・エネルギー効率住宅プラスの研究はさらにどのように

進むか？

アルンド・ローゼ（Ａｒｎｄ Ｒｏｓｅ）ドイツ連邦共和国環境・

建設省

・ネットワークからの経験　何処に改修の価値はあるの

か？補足研究の結果

アンジェ・ベルクマン（Ａｎｔｊｅ Ｂｅｒｇｍａｎｎ）フラウンホー

ファー建築物理研究所

テックス社８）（写真２５）、ドイツのグーテックス社９）（写
真２６）、同じくドイツのシュタイコ社１０）（写真２７）が力を

入れて展示を行っていた。スイス・クロノ社１１）は屋外展

示場に世界一長いＯＳＢ板の展示を行い訪問者を驚かせ

ていた（写真２８）。

４．フラウンホーファー建築物理
　　研究所の展示

　研究機関も展示を行い、多くの訪問者を集めていた（写
真２９）。フラウンホーファー建築物理研究所１２）は開発し

た発泡木毛繊維断熱材（写真３０）を展示していた。また

発泡コンクリートも展示されていた。これらは２０１６年

１０月１８日に（一社）日本断熱住宅技術協会が行った講演

会でドイツのエコ建築家レーナート博士からご紹介をい

ただいたものである。１３）

　このブースにはドイツ環境・建設省のＤｒ．Ｂａｒｂａｒａ 

Ｈｅｎｄｒｉｃｋｓ大臣１４）も訪問し、フラウンホーファー建築物

理研究所のゼドルバウアー所長が案内した（写真３１）。こ

の写真は住宅のガラス面に水を均等に流し日射熱取得を

削減するというものである。ＢＡＵ２０１７の会場では連日

講演会も行われた（写真３２）。フラウンホーファー研究

所はドイツ環境・建設省と連携し、１月１８日と１９日に

ＢＡＵ２０１７の会場で講演会を行なった。１８日の講演会の

プログラムは次の通りである。

・登録とポスターセッション

・催しの司会：ペトラ・アルテン（Ｐｅｔｒａ Ａｌｔｅｎ）ドイツ

連邦共和国環境・建設省「エネルギー効率住宅プラス」

プロジェクトリーダー

写真 29　フラウンホーファー研究所の展示ブース 写真 30　フラウンホーファー研究所が展示する未来の断熱材
「発泡木毛繊維断熱材」

写真 31　フラウンホーファー研究所のブースでヘンドリクス環境・
建設大臣を案内するゼドルバウアー所長
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・新しい建物の建設は市場向きか？

アンドレアス・バイアー（Ａｎｄｒｅａｓ Ｂａｙｅｒ）　ヴェーバー

ハウス社

・最善の実施 -フランクフルト・アム・マインのアクティ

ブ住宅はバランスを引き出すか？

フランク・ユンカー（Ｆｒａｎｋ Ｊｕｎｋｅｒ）フランクフルト・

ホールディング

　どの講演者も示唆に富む講演を行った。フラウンホー

ファー建築物理研究所のハンス・エアホルン部長（写真
３３）はドイツで１９７３年の石油危機以来省エネルギーの

ためにどのような努力をし、その効果があったかについ

て講演した（図２）。この図はドイツの２戸連続住宅の内

の１戸の住宅の１９８０年から２０２０年までの断熱に関する

条令の厳格化とともに年間の床面積１㎡当たりの一次エ

ネルギー消費量がどのように削減されてきたかを示して

いる。図の中にほぼ直線のように下がっている線と、曲

線状に下っている線がある。直線の方は実際に建設され

ている住宅の実績である。断熱の条令の強化とともに効

果が表れたことを示している。それに対し曲線は研究機

関などがデモンストレーションを目的に建設した住宅の

消費エネルギーである。したがって省エネルギーのため

に多大な資金が導入され、経済性は無視されている。条

令の方は１９８０年から１９８４年までは１９７７年の断熱条令

により規制されていた。これが強化され、１９８４年から

１９９５年の間は１９８４年の断熱条令により規制された。こ

こでは省エネルギー法令の断熱条令の最低限条令という

ものが設けられ、最低限守らなければいけない断熱の

規格が定められた。これがさらに強化され、１９９５年か

ら２００２年の間は１９９５年の断熱条令が適用された。こ

れがさらに強化され、２００２年から２００９年の間は２００２

／２００７年省エネルギー法令が適用された。これがさら

に強化され、２００９年から２０１４年の間は２００９年省エネ

ルギー法令が適用された。２０１４年以降はさらに強化さ

れた２０１４年省エネルギー法令が適用されて今日に至っ

ている。当時市場で言われた省エネルギー住宅に対す

る言葉を図中に示している。１９８５年から１９９０年の間は

「ソーラーハウス」１５）がスローガンであった。１９８７年か

ら２０００年の間は「低エネルギー住宅」１６）がスローガンと

なった。一方１９９１年から２００８年の間は「３リットル住

宅」１７）がスローガンとなった。また１９９８年から２０１１年

の間は「ゼロエネルギー住宅」１８）という言葉が使用され

た。２００５年からはプラスエネルギー住宅１９）という言葉

も使用されるようになった。将来は「最低限エネルギー

住宅」２０）いう言葉も使用されよう。フラウンホーファー

研究所では住宅のエネルギー消費を証明する「エネル

ギーパス」の研究を行い、実際に使用されるようになっ

た。住宅の売買では中古住宅であってもエネルギー証明

写真 32　BAU2017 の開場では各種の講演会が催された
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書を提示しなければならず「このようなことも住宅の省

エネルギー化に寄与している。」と述べ講演を締めくくっ

た。

５．おわりに

　展示会の会場は長さで地下鉄１駅分に相当する。非常

にたくさんの会社が展示を行いどの出展社も気合を入れ

たプレゼンテーションを行っていた。また多くの講演が

行われ、筆者はその一つに参加しただけであるが、内容

の濃い講演で有益であった。（一社）日本断熱住宅技術協

会の訪問を歓待してくださったメッセ・ミュンヘン社に

謝意を表す。

〈註〉
１．所在地：〒２３０-８５７１神奈川県横浜市鶴見区鶴見中央４-
３３-１Ｔｅｌ．０４５-５０１-５０６４、ＵＲＬ：ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｎｄｊｋ．
ｉｎｆｏ

２．Ｍｅｓｓｅ Ｍüｎｃｈｅｎ ＧｍｂＨ，Ｍｅｓｓｅｇｅｌäｎｄｅ，８１８２３ Ｍüｎｃｈｅｎ，　
Ｇｅｒｍａｎｙ　

３．Ｍａｒｋｕｓ Ｓｐｏｒｅｒ，Ｓｔｅｌｌｖ．Ｐｒｏｊｅｋｔｌｅｉｔｅｒ，Ｍｅｓｓｅ Ｍüｎｃｈｅｎ 
ＧｍｂＨ

４．Ｓｃｈöｃｋ Ｂａｕｔｅｉｌｅ ＧｍｂＨ，Ｖｉｍｂｕｃｈｅｒ Ｓｔｒａßｅ ２，Ｄ-７６５３４ 
Ｂａｄｅｎ Ｂａｄｅｎ，Ｇｅｒｍａｎｙ

５．ＳＩＧＡ，Ｒüｔｍａｔｔｓｔｒ．７，ＣＨ-６０１７ Ｒｕｓｗｉｌｌ，Ｓｗｉｔｚｅｒｌａｎｄ
６．Ｍｏｌｌ Ｂａｕöｋｏｌｏｇｉｓｃｈｅ Ｐｒｏｄｕｋｔｅ ＧｍｂＨ，Ｒｈｅｉｎｔａｌｓｔｒ．３５-
４３，Ｄ-６８７２３ Ｓｃｈｗｅｔｚｉｎｇｅｎ，Ｇｅｒｍａｎｙ

７．Ｓｔｏ ＡＧ，Ｅｈｒｅｎｂａｃｈｓｔｒ．１，Ｄ-７９７８０ Ｓｔüｈｌｉｎｇｅｎ，Ｇｅｒｍａｎｙ
８．Ｐａｖａｔｅｘ ＳＡ，Ｒｔｅ ｄｅ ｌａ Ｐｉｓｃｉｃｕｌｔｕｒｅ ３７，ＣＨ-１７０１ Ｆｒｉｂｏｕｒｇ　
Ｓｗｉｔｚｅｒｌａｎｄ

９．Ｇｕｔｅｘ Ｈｏｌｚｆａｓｅｒｐｌａｓｔｔｅｎｗｅｒｋ Ｈ．Ｈｅｎｓｅｌｍａｎｎ ＧｍｂＨ＋Ｃｏ 
ＫＧ，Ｇｕｔｅｎｂｕｒｇ ５，Ｄ-７９７６１ Ｅａｌｄｓｃｈｕｔ-Ｔｉｅｎｇｅｎ，Ｇｅｒｍａｎｙ

１０．Ｓｔｅｉｃｏ ＳＥ， Ｏｔｔｏ-Ｌｉｌｉｅｎｔｈａｌ Ｒｉｎｇ ３０，Ｄ-８５６２２ Ｆｅｌｄｋｉｒｃｈｅｎ，
ＧＥＲＭＡＮＹ

１１．Ｓｗｉｓｓ Ｋｒｏｎｏ Ｈｏｌｄｉｎｇ ＡＧ，Ｍｕｓｅｇｇｓｔｒａｓｓｅ １４， ６００４ Ｌｕｃｅｒｎｅ，
Ｓｗｉｔｚｅｒｌａｎｄ

１２．Ｆｒａｕｎｈｏｆｅｒ Ｉｎｓｔｉｔｕｔ ｆüｒＢａｕｐｈｙｓｉｋ，Ｓｔｕｔｔｇａｒｔ本部：
Ｎｏｂｅｌｓｔｒ．１２ ７０５０４ Ｓｔｕｔｔｇａｒｔ，Ｇｅｒｍａｎｙ，Ｈｏｌｚｋｉｒｃｈｅｎ本部：
Ｆｒａｕｎｈｏｆｅｒｓｔｒ．１０，８３６２６ Ｖａｌｌｅｙ，Ｇｅｒｍａｎｙ， Ｋａｓｓｅｌ本部：
Ｇｏｔｔｓｃｈａｌｋｓｔｒ．２８ａ，３４１２７ Ｋａｓｓｅｌ Ｇｅｒｍａｎｙ

１３．田中辰明、レーナート博士による講演会「木質系断熱材と
木造建築の発展」、月刊建築仕上技術２０１７年２月号、工文社

１４．Ｂｕｎｄｅｓｍｉｎｉｓｔｒｉｕｍ ｆüｒ Ｕｍｗｅｌｔ，Ｎａｔｕｅｓｃｈｕｔｚ Ｂａｕ ｕｎｄ 
Ｒｅａｋｔｏｒｓｉｃｈｅｒｈｅｉｔ（ドイツ連邦共和国環境、自然保護、建設、
原子炉安全省）

１５．Ｓｏｌａｒｈａｕｓ
１６．Ｎｉｅｄｒｉｇｅｎｅｒｇｉｅｈａｕｓ
１７．３Ｌｉｔｅｒ-Ｈäｕｓｅｒ（床面積１㎡当たり年間３リットルの灯油

で暖房できる程度の高断熱の住宅）
１８．Ｎｕｌｌ-Ｅｎｅｒｇｉｅｈäｕｓｅｒ
１９．Ｐｌｕｓ-Ｅｎｅｒｇｉｅｈäｕｓｅｒ（この実験住宅はベルリン市に建設さ

れ公開されている。所在地：Ｆａｓａｎｅｎｓｔｒａßｅ ８７ａ，Ｄ-１０７２３ 
Ｂｅｒｌｉｎ

２０．Ｎｉｅｄｒｉｇｓｔｅｎｅｒｇｉｅｈäｕｓｅｒ

写真 33　講演を行うフラウンホーファー研究所エアホルン部長
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図 2　ドイツの 1980 年から 2020 年までの住宅のエネルギー消費の推移と法規制
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